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エナガによるシジュウカラの巣への給餌例

松田道生

〒170東京都豊島区駒込1－3ヰ502

ェナガ佃伽わ5Cα〝助∫によるシジュウカラ撤，個別ガロrの栄への給餌例は▼両＝県宇部

制二おいて生川（1989）によりはじめて報質さゎた・その後▼長野県菅平高柳二おいて小射

井（1992）によりⅥRに記録された・また▼以手（1993）と弥吉（1994）によって▼2年続

けて‥傑県河l二j湖の同じホテルの敷地内で行なわれた例が報持され▼ⅥRに記録されてい

る．筆者は．栃木馴1光市において，4羽のエナガが給餌を行なっているのを観察したので

報盲Iiする．

ェナガのシジュウカラの巣への緋1は，1996年6＝5・6－」に観察された・2I▲胴の観察時

間は合計3時間＝0分である．観察場所は，栃木県－‾一光市所野の霧降別荘地で・標高約洲）m

耶困川は，カラマツ山前古座加廟錘が俊パし・シラカバ飢血血♪ね切取両▼ツツジ類

肋d♂dg〃dr〝〝SP．などもある林の小に別荘が点拝している・周辺には－スギCりや伽grfα

鬼神血Ⅵ林があり渓流がある・

観察したシジュウカラの剰ま，別荘地内の道路際にある電柱を支えるワイヤーをカバーし

ている黄色のビニールチューブの小にあった（図1）・1996隼6月5日にエナガがこのチュー

ブ内に入るのを観察し，その後，シジュウカラが入るのを観察した・そのため・ビニールチ

ューブの－いのヒナを確認したところ，掛軸二は▼頭の黒い集立ち間近のシジュウカラのヒナ

5羽がみえ，これによりシジュウカラの架であることを確認した・

シジュウカラの巣に食物を運ぶエナガの個体数は複数羽であり，入れかわり立ちかわりや

ってきた．6〃5日に筆者が緊内を確認した際には▼4羽のエナガが「ジュリリ，ジュリリ」

悍＝．エナガのシジュウカラのヒナへの給餌がみられた架
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と鳴きながらすぐ近くまでやってきて営戒した．また，翌日引司様に4羽のエナガを一一度に

観察することができたので，給餅＝二訪れるエナガの個体数は4羽と考えられた・

シジュウカラは雌雄が給帥二飛来し，雌の方が給餌＝二くることが多かった．また，近くで

シジュウカラのさえずりがさかんに聞かれた．

シジュウカラとエナガの給別の軌射ま，エナガのカが個体数が多いだけに多かった・エナ

ガは，渠をのぞくだけのものもいたが，11に山をくわえてきて小に人るものもいた・エナガ

が人ったときにも，シジュウカラが渠に入ったときと同様に，ヒナ特有の食物をねだる声が

した．

多くの場合，エナガが・・度に4亜「ご飛来し，順番を待って渠のlいへはいった・このような

ときは，人りl二lで2羽が並ぶこともあった個2）・また，食物を持たずに巣の人り日にしば

らくとまって∴飛去するものもいた．エナガは，この4羽が1つの耶れとして行動している

ことが多かった．

シジュウカラは，エナガが卿）近くに飛来した程度では追い払わなかった．しかし，渠の

人り‖に一儲にとまったときには追い払った．エナガが渠の1いに人っ子いるときにシジュウ

ヵラが人って，すぐにエナガが飛び山てきたこともあった．また，エナガはシジュウカラが

渠の小に人っている帖は，シジュウカラがいなくなるのを渠の近くで待ってから渠の中に人

った．このように，紛糾はシジュウカラが優先していた．

シジュウカラの持ってくるものはチョウL」の幼虫，ガの成山など比較的人きなものが多か

った胴3）．エナガが持ってくるものは種不明の茶色い小さなものが多かった・

1996年6F】1川の9：00から9：30に再度，同所に盲班才Lたところ，あたりにはシジュウカラ

もエナガもおらず，渠をのぞくとシジュウカラのヒナ2羽の死体が腐敗し，ハエがたかって

いた．また，腐敗臭もかなりしていた．3羽は渠立ち，2羽カミタヒLしたと考えられた・

なお，周辺を探したが渠立ちヒナも，エナガの群れも確認することはできなかった・また・

周辺ではシジュウカラのさえずりは聞かれなかった．

シジュウカラの渠へのエナガの給糾l別の報謝ま．本件を含め5例あるにすぎない・エナガ

図ほ．巣に飛来したエナガ
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にヘルパーがあること．ヘルパ←の出現率が高いこと．帝雛中盤以附二現れることなどがす

でに裾！＿ほれている（山岸1986）．また，給印を行なうヘルパーが褐数羽参加した例は，繁

納期末期が多いとのことである（小村登流私信）．

シジュウカラへのエナガの給糾は，まだ5例に過ぎないが．生＝（1989）と弥吉（1994）

は5J仁小岩井（1992），以手（1993）と本作は6†1である．木什を含め，どの報空i例もエ

ナガの繁嫡期の中期から綾相‖ニあたる共通点カミある．また，給餌に訪れるエナガは，生Ⅲ

（1989），小岩井（1992）が2羽，以手（1993）が3羽，弥吉（1994）は少なくとも2羽，本

什は4羽と他作に比べ多いが，いずれも桟敷羽である．これらのことから，エナガがシジュ

ウカラに給糾するのはエナガにヘルパー行動があることととなんらかの関係があり，それは

繁殖を失敗した個体，あるいは終了した個体の給餌衝動の代替行動と思われる・

また、エナガが給餌をすることにより，シジュウカラのヒナの生存率は高まるはずだが，

′＝1Ⅰ（1989）では7羽のヒナの内，2羽が死亡．以手（1993）は，10羽の内2羽死亡．弥吉

（1994）は不軋　本什は，5羽の内2羽が死亡している．したがって．エナガがヘルパーにつ

いたことにより繁姉成功率が上がるかどうかは明らかではない．
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図3．巣に飛来したシジュウカラ
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FeedingofGreatTitchicksbyI＿Ong－tailedTits

MichioMatsuda

KomagoJllCl－3－4－502，Toshima－ku，Tokyo

Iobserved fourIJOIlg－tailedTitsAegithaLoscaudatusbringlllgfood toaGreatTitlsIbrus

mqiornestinaresortTCOuageareaOfTokorono，Nikko－City，TochigiPrefecture．′meobservations

WeremadeoI15，6，andllofJune1996．Thisisthe仙htimethatintel・SpeCincfeedingbehavior

hasbeenobservedinJapan．
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